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新型コロナウイルス感染症対策及び緊急の経済対策に関する決議 

 世界的に感染が拡大する新型コロナウイルスの脅威に対し、日本国政府においては、新型コ

ロナウイルス感染症対策の基本方針を定め、国内での感染拡大防止に全力を挙げており、小中

学校、高校、特別支援学校の一斉の臨時休業や大規模なイベント開催の自粛の要請など様々な

対応を講じている。 

 本市においては、集団感染のあったクルーズ船から下船した市民の感染と市内スポーツクラ

ブの利用が確認されるなど、市内での感染拡大を懸念し、市民の多くが不安に感じているとこ

ろである。 

 加えて、中小企業を中心に多くの企業が集積する本市においては、外国人旅行者の訪日中止

による宿泊のキャンセルや部品・材料の供給不足に伴う生産活動の停滞、ウイルス感染に係る

風評被害、消費意欲の減退などにより、宿泊業、製造業、飲食業のみならず幅広い業種におい

て、売上減少や資金繰り悪化などの損害が生じ、市内経済全体にも大きな影響を与えるもので

ある。 

 このような事態の収束に向けては、行政と関係機関の連携はもとより、市民も一致団結して

取り組む必要がある。 

現在、静岡市では、新型コロナウイルス感染症に係る危機対策本部を設置し、国、静岡県、

医療関係者、事業者などと連携しながら、新型コロナウイルス感染拡大の防止対策や市民の安



 

 

心安全の確保、適切な情報提供、市内事業者の支援などに取り組んでいるところである。 

静岡市議会としても、市を始め、国や静岡県等関係機関に対し、更なる感染拡大の防止や緊

急の経済対策に取り組むよう求めるとともに、市民の生命と健康を守り、事態の収束に向けて、

行政等と連携・協力して新型コロナウイルス感染症に関する対策に全力で取り組むことをここ

に誓うものである。 

以上決議する。 


